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コ ンプ養 殖 に関す る試験

植 木 龍 夫 ･佐 藤 敦 ･中 西 広 義

は し が き

昨年度に引続 き､場所別､ヤヤソコンプとマコンブの別､間引きの有無別V=養殖試験を実施しT=｡ま

に津軽海峡において付着生物調査を行 なっに ｡ まT=促成培養種苗の量産試験を実施すると共に､生産さ

れ1=種苗は漁業者に配布しT=｡

Ⅰ 養 殖 試 験

試 験 場 所

東津軽郡三啄村増川､八戸市深久保

試 験 期 間

昭和47年11月から昭和48年 8月まで

試 験 方 法

a) 三嘆村増川地先

三厩村地先では､当センターより昭和47年11月18日に配布しT=ヤヤソコソ7'とマコンブ種苗を養

成Lにものについて､昭和48年 6月から 8月までの日1回ずっ測定 し､成長 身入 り等を比較しに.

養殖方法は延縄式とし､浮子綱の長さは 5m､種苗を親鞄 こ59cm間かくにはさみ込んでそのまま養

殖LT=が､ 1株vCはおよそ10本市後のコンプが着生 していT=｡測定時QCは 2- 3株採取し､その中

の大きなものを測定した｡

d) 八戸市深久保地先

八戸市深久保地先では当センターにより昭和47年11月29日に配布しT=マコンブ種苗を養成LT=も

のについて 2月から 7月までの 6回測定 しT= ｡ 養殖方法は延縄式とし､浮子綱の長さは5m､種苗を

親縄に50cm間かくにはさみ込んだ.なお昭和48年 5月 1日に､1･株当T=P)8-10本に間引きLT=種苗

と､そのまま養殖を続けるものの 2通の処理を行なっTCので､それぞれQCついて比較測定し1=O間

引きしないものは 1株当 Y)25-30本のコンプが着生 していT=｡測定時にはいずれの場合qTLも2株程

度採取 して間引きしにものについては全個体を､間引きしないものについてはその中の大きなもの

を測定に供 しに｡
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試 験 結 果

a) 三嘆村増川地先

三厩村増川地先での試験結果を第 1表に示すo

l) 菓 長

ヤヤソコンプの葉長は､ 7月に測定しT=標本が最 も大きく､最大 275cm､平均で 198.5cmとな

っに｡ 8月には末枯れが始まり､ 7月よY)小さくなっていに｡マコンブは最大 303cm､平均で

233.9cmとなY)､ 6月22日の測定値が最 も大きく､以後減少している｡ これはサンプ1)ソグの片

寄 Y)か､早期vL末枯れが進んだものかの何れかによるものである｡

2)菓 幅

ヤヤソコンプでは､ 7, 8月の測定 日には平均値が20cmを越えているが､マコンブでは 7月に

17cmに過ぎなかっに｡ヤヤソコンプ､マコンブ共に 7月に最大の標本が出現し､それぞれ29cm､

24cmであっT=｡

3) 湿重量､乾燥重量 .

ヤヤソコンプでは湿重量､乾燥重量共に最大値と平均値が7月に最 も大きくなっている.マコ

ンブも同様で,AっT=｡測定日毎vl見るとヤヤソコンプが､マコンブよY)常に大 きな値を示してい

る｡

4) 乾燥歩留

ヤヤソコンプ､マコンブ共に 8月に調査しT=蝉 の標本の平均値が最も大きか っT=｡他の項 目で

は 6月､ 7月の調査日に最も大きな値が見られにが､この項目の平均値のみはヤヤノコンプとマJ

っソプ共に最大となっていた｡

総 じてヤヤンコンプはマコソプに較べて葉長が短かく､葉幅が広く､乾燥歩留がややよいとい

う傾向が見られT= ｡ 計測的相違の他に､外見的にもヤヤソコンプの方が色が黒 く､肩が張ってお

り､末の方に較べ肩の万の身入｡が良い傾向があっT=｡まに中肋が細くひれが広いとい う特徴が

見られT=.その故製品は等級がt位にランクされるが､マコンブに較べて二番切 ｡､三番切 りが

少なく､量的にやや不利であると思われる｡ しかし今回は量的にも有利な結果が見られた｡･

第 1表 三嘆村増川におけるヤヤコンプぉよびマコンブの養殖比較試験結果

個体芸目区讃帽月日 菓 長 菓 幅 湿重量 乾燥重量
乾燥歩留範囲 平均 範喝 平均 範朗 平均

範囲 平均 範 申 均(jwO C7h) ¢m) (cm)

(の (の (の (a) ㈲ ㈲ヤヤソコンプ 6月22日 15 73～244 176.lI 15～21 17.方i 66L465 245.JO令 10-86 45.7 15.2- 20.0 17.27月19日 20 10(ト.275 198.～さ 17-29 20.7守
lei665 413.管a 35-130 85.0 18.5- 25.4 20.68月 3日 18 80-245 165.ゝ島 1ケ

～25 20ヱ竜 81660 346.7I 25-110 13.113.6- 23.6 21.1Iマ コ ン′フ 6月22日 15 80-303 23㌔?12～22 14.7守 100375 224.ラi 15～92 37.2 14.6- 19.0 16.77月19日 20 105-260 226.i亀 12-24 17.0■さ 16k480 386.ラa 35-125 75.0 15.9- 21.7
19.2



背水増事業概要 等 4号 (1975)

b) 八戸市深久保地先

八戸市深久保地先での試験結果を第 2表に示す.

1) 菓 長

菓長は 2月から4月にかけての伸長が著 しく､ 4月は平均値で 2月の約 4.6倍になっているの

が注 目されるっ平均値の最小,,ま2月で79.0cm､最大は 6月の465.5cmとなっているが､ 4月以降

はサンプ1)ソグの良否により値が左右 されているとい う傾向も見られるが､コンプでは 6月に最

も大きくなると見るのが妥当と思われる｡

2) 菓 幅

菓幅は､ 2月の平均値に較ベ 4月の平均値は約 3･5倍 となっており､ 7月には 2月の 4･6倍に

過 ぎない事を考えると, 2月から4月の間に活発な生長を していることがわかる.間引きLT=も

の､しないものの差は認められなかった｡

3) 湿重量､乾燥重量

湿重量 も､ 2月の平均値に較べて 4月の平均値は20･4倍 となっており､ 6月の間引きしないも

のの平均値は4月の平均値に較べて 2.7倍になっている｡湿重量は間引きしにもの､ しないもの

の間に一定ゐ傾向が認められないが､ー乾燥重量は 5月の平均値はほとんど差は見られないが, 6

月､ 7月 と月が進むにつれて間引きしにものの方がしないものに較べて平均値が大きくなる傾向

を示している｡

4) 乾燥歩留

乾燥歩留は､ 5月から 7月qtかけて間引きしにものとしないものVI-ついて測定 しにが､両者の

差R.5月にはそれ程大きくはなかっにが､ 7月には間引きLT=ものの平均値は しないものの 1･22

倍に達 している.

第 2表 深久保におけるマコソ7'の養殖試験結果

項目㌔ヽF不 葉 長 養 幅 湿 重 量 乾 燥 重 量 乾 燥 歩 留範囲t平均 範 辞‰ 均 範 囲
平 均 範 圃 範 閉(t砲 I(cn) ㈹ (の

(9) (9) (の (%) (%)I2月6日 × 20 27-1餅)

79.0 3.0-ll 5.5 2- 60 16.34月13日 × 16183-622360.4 9.5-27 19.4 90-608 332.4

5月1日 × 20240-460408.0 19-29 24.3 21… 60 481.85月31日○ 20
155-625351.1 21-29 24.9 260へA,400 624.6 40-155 87.8 ll.I-18.6

14.1× 19185-558 373.7 18-29 25.7 300-1,抑 698.8 42-200 90.0 10.9-

45.1 13.06月2m日○ 18160-560366.8 22-39 27.9 265-4,9X)782.0 40-
270 133.6 6.9-18.9 15.1X 20263-712465.5p 22-34 26.3 640J,505 94

5.3 70-205 121.4 9.8-16.1 12.67月11日○ 20155-670 361.0 20-32 2

5.4 26か､-1,370 719.3 55-275 1
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Ⅱ 付 着 生 物 調 査

調 査 場 所

むつ市関根浜地先 ､

調 査 期 間 .
I

昭和47年11月か ら昭和48年 8月まで

調 査 方 法

a) -イ ドロゾア

ハイ ドロゾ了についてその着状況を夢 1図に示す｡ 6月の調査では10m層で付着が全く見られな

か っに が ､ 2m､ 5m層に散見されに｡ 8月上旬には10m層がやや少な目であっT=が､ 2m､ 5

m 層はいく分見られT=｡ 8月下旬には全ての層にかな りの付着が見られf=.
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上図は､ コンプ妻体3 を表わすが､点線の向って左瀕が蓑､右dが

2 蓑 と示 してい るo16月29日

8月6日 8月31日第 1図 -イ ドロゾ

ア付着状況b
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数が不能 となっに｡付着傾向は養殖水深 と無関係であ っに｡ 6月の調査時には ウズマキゴカイ類の

除去は簡単で爪でけず り取れるが､ 8月上旬にはやや苦労 し､下旬には不可能であっにっ

…¢
いれ 捗o 妻①…

①壬 桓0;l ¢率①…①主 I …①¢…①i

6月29日 8月6日 8月31日

第2図ヒラ-コケムシ付着状況

第3表ウズマキゴカイ塀付 着状況
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321調査月日養殖水深 6
月 29 日 8 月 6 日 声 月

31 日2 m 219.8(個体) 672.0(個体

) 計 数 不 能5 m 53.6 4

78.0lo w 29.2 I

,444.0Ⅲ 促 成 種 苗 量 産 試 験 註 :計数値は コンプ 1

本当 りの平均

付着数試 験 場 所当 セ ン タ _-試 験 期 間昭和48年10月12月試 験 方

法遊走子付けは､易国聞直マコンブを使何して10月19日に療徴鏡 1視野 (× 100)で遊走子

数40-50個を目安 としに｡採苗開始時の水温は13.8℃であっに｡八戸産マコンブについては10-25日に 1

視野当T=り15個を目安に行 ない､採苗開始時の水温は13.8℃であっT=｡下鼠呂産ヤヤソコンプは10月3

1日に 1視
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組み立てて､70cmX50cmの枠とし､種苗糸は クレモナ特殊撚を使用して種苗枠 1枚当に｡200mずっ巻

きつけT= ｡ 培養水槽は 5002のフルコソタイ水槽 (ポ リダイヤシー ト)を使用 し､原則 として種苗枠を

10枚あて収容した｡培養海水は当センターの折過海水にES培養液を添加しにものを使用し､それをお

よそ10日毎に換水Lに (培養液は第 4表参殿 )｡エアレーションはコンプが胞子体になってから行 なっに｡

培養は種苗枠を遊走子液中に 1昼夜静置 してから新 しい培養海水に移 して開始 しに.培養中の水温は13

℃以上にならないよう制御 して行なったが､培養の終 り頃の12月中､下旬には 7-8oC前後にまで降温

Lに｡照明は 1つの水槽に40W の蛍光灯 4本を18時間点灯して行なっにが､自然光も利用 しT=ので種苗

枠の直上で照度が9,000Lu丈を超える事もあっT=｡

第 4表 Es培養液

註 :培養海水は上記Es培養液を折過海水 12に対 して20m.e添加

試 験 結 果

当初､易国聞直マ コンブを母藻としに種苗は､初期の発達が順調で､ 2日目の水換え前に､コンプ配

偶体が胞子体に発達するものも見られにが､ 2回目の水換え後胞子体が禄変 した後脱落 してゆくのと､

配偶体の細胞数が増加するが､なかなか胞子体にならないという状況が続いT=｡まT=､らん藻や桂藻 も

増えなかっに. この現象はその後に培養を始めに八戸産マコンブ､下駄呂産ヤヤソコンプ､三厩産マコ

ンブでも同様であった｡それ故､培養海水をひんはんに換えると 同時US､ PⅡ液を構成 している塩化

物の微量金属類の溶液を全て新 しい試薬によって作 り直 して培養液を作 って使用 しに｡その結果､らん

藻や珪藻が増え出し､乞種苗糸から多数の胞子体が成長 して来るのが見られに｡11月15日に検鏡 しにとき

に､胞子体の大きさは易国問産マコンブによる種苗で～ 100iL- 300FLで 100P 前後の枠が最 も多かっ

T=.12月 4日には～ 2m､～ 300FLと～ 100FLの三段階に分けられT=｡ 易国間産以外の種苗は～ 100IL

以下であっに.胞子体の生長は易国間産マコンブを母藻としに種苗で､およそ15日～20日程度遅 くなっ

T=｡生産した種苗は12月 7日から27日までに第 5表の ように配布 しT=.
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配 布 月 日 魚 協 名 易国問種苗 下執呂種苗 八 戸 種 苗 三 厩 種

苗 合 計12月 7日 佐 井 17,800m 80m40 40m120

600 17,920m10日 関 根 浜

1.200m 1,20014日 今 別 東 部 250 2

5018日 尻 労 250

25019日 石 崎 7

00 70020日 南 準 200 36024日24日26日 今 別 西 部一 頃鯵 ヶ 沢 loo200 10060

020027日 佐 井そ の 他 90(I400

900

400合 計 21,000 120 160 600 21,880Ⅳ 考

察養殖試験は､三厩村増川地先と八戸市深久保地先において行な っに.三厩村地先での調査はヤヤ

ソコノブとマコンブを比較 しにが,生長不良気味であっににめ製品を作った場合ヤヤソコンプがい く分

良い といえそ うである｡ しかし､より良い成長を示しに場合にはマコンブの方が葉長が長くなる傾向が

見られるので､量的に多 くなり､有利になるものと思われる｡ この測定結果から言えも事は両方共に八戸

地先で養殖LT=ものから見るとかなり見劣りし､本養成時に大きな幼芽を脱落させT=のではないかと

思われる｡ 八戸 而地先の調査は冬期間 の生長と共に間引きしない ものとしにものに分けて調査 した｡間引

き作業 を 5月は じめに行なっT=が､この時期になるとコンプ菓体が大き くなY),作業がや りに くく

なる事､菓体の大 きなものを残 して小さなものを間引 くのが有利 と思われるが､菓体の大小が判別 し

ずらくなる事､そ して 2月か ら4月にかけて菓長､菓低 湿重

量が急速に増加するのでこの時期前に間引きするとより良いものが生産されるのではないかと思われる

｡付着生物調査仁ついては､やや不充分な調査であっにと思われる｡ コンプに対する付着生物は場所

にょって若干付着する生物が異なっている｡増川地先では-イ ドpゾアとコケムシ類が主でウズマキ

ゴカイ類 とヒラ-コケムシほ少 な い｡むつ市地先では-イ ドロゾアとウズマキゴカイが主で,その他は

少な

い｡まに八戸市地先では-イ ドロゾアとヒラ-コケムシが主で､その他は少ない とい う傾向が見られる

0-万､付着生物の機械的除去が以前から漁業者や加工業者に よって行 なわれているが,除去 してもな

おかつ製 品の晶質低下をもたらす種類は-イ ドpゾア､ヒラ-コケムシ､ ウズマキ ゴカイ類である｡

-イ ドロゾアはコンプの収穫時期になると表面に付着するだけでな く､内部を貫通 して裏面にも繁殖する

ので完全な除去が困難であり､除去後に傷が残 る｡ ヒラ- コケムシは付着しにものを
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分が変色し､肉質が薄 くなる｡ウズマキゴカイ類は遅 くなると除去が困難となり､かつ除去時に コンプ

菓体をいT=めるとい う問題がある それ故これらの種類の付着防除が必要 と思われるが､水深調節qtよ

り付着を防除しようとする試みは北海道でも行なわれており､これによって完全に防除する事は国難と

されている｡今回の関根浜地先における観察結果によっても､水深調節で防除することは困難で､つい

にものの除去作業をわずかに軽減するだけvL止まっているものと思われT=｡一方 コンプの菓体を見ると

水深の大きい層のコンプは幅は広いが､身入りが悪 くな り､浅い層のコンプは細 くなる傾向が見られ､

菓体に影響が出てくる｡これらのことを考え合わせると付着生物の防除対策は種苗生産や養殖管理技術

の中で解決しなければならないように思われる｡具体的に言えは早期採苗によって本養成,間引きの時

期を早めて養殖管理を適正に行なってコンプの生長を計 り､付着生物の多 くならない時期に収穫を終る

ようqlすることが最も重要と思われる.まT=付着生物 自体の付着機構や生活史を追求することにより何

らかの手がかりが得られるのかも知れない｡

促成種苗量産試験については､更に作業労力の軽減や能率化vLよって量産することが必要 と思われる｡

まに早期種苗生産については､母藻となるコンプが10月に入らないと得 られないので､種苗を本妻成す

る時期が北海道に較べて 1- 2ケ月遅 くなり製品劣化の主要な原因 となっている.それ故真に 1年で 2

年コンプと同等の晶質のものを生産するT=めには､早期に子のう鹿を形成LT=コンプを見つけて種苗生

産に使用するのと､無基質培養によって適期の種苗作 Y)を進める事が必要 と思われる｡
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